第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成24年6月6日（水）　

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１．主題名：いじめを許さぬ強さ(4－(3))
２．ねらい：見て見ぬふりをする消極的姿勢を憎み、いじめや不正を断固として許さぬ心を行動で表す実践意欲を培う。
３．資料名：「私もいじめた一人なのに･･･」（自分を見つめる(あかつき)）
４．学習指導過程

	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	いじめについて考える。
	①「いじめ」ってどんなことだろう。

・仲間はずれにする。　

・なくさなければならない。　・無視する。

・相手の心を傷つける。　・最悪。
	【一斉・発表】

・確認程度

・相手の人格を無視した、卑怯な行為であることを確認する。

※苛め・虐め

	展開
	資料を読んで考える。
	②「やめよう」の一言が言えない主人公をどう思いますか。

○・気持ちはわかる。・言えなくても仕方がない。

△・言えなくて当然。　・言う必要はない。
	【一斉・発表】

・実生活を触れさせつつ、主人公の気持ちを考えさせる。

◎主人公の気持ちは、彼女には届いていない。

	
	
	③彼女は、どんな子ですか。

・無遅刻、無欠席　　・朝一番に学校へ来ている

・毎朝、みんなの植えた花に水をやっている。
	【一斉・発表】

・確認程度

・主人公が彼女についての新たな発見があったことを確認する。

	
	
	④　主人公が、胸が苦しくなったのはなぜですか。

・自分達を憎んでいると思っていた彼女が、憎むどころか自分達の花のせをしていたから。　

・自分の行動が情けない。　

・彼女と比べると、自分がはずかしい。

【切り返し】なぜ、情けない・恥ずかしいと思ったのですか。

　・彼女と自分を比べた時、自分(達)が「やめよう」と言えない気持ち

　・彼女のことを知ることで、菌まわしをする自分自身の行動について
	【一斉・発表】

・必要に応じてグループにする。

・情けないや恥ずかしいという考えに対して切り返しをする。

	
	
	⑤【中心発問】主人公のどんな心が、おもわず手をあげさせてしまったのだろうか。

　・いじめを許さない心。　

・いじめをやめさせようとする正義感。

・弱い心に打つ勝つ勇気。・自分の中の良心
《おもわず》→そのつもりではないのに。考えもなく。無意識に。
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

・人を殴ることは正しいことではないが、おもわず手をあげてしまった動機を深く考えさせる。
・思わずの意味の確認をしておく

・必要に応じて、グループにする

	
	
	⑥　主人公が流した涙の意味は？

・何もできなかった自分が悔やまれる。

・一回しかかばっていないのに、･･･


	【確認】
◎行動を起こすことで、彼女に気持ちが届いた。

・②の時と対比し、気持ちが届いたことを確認する。

・行動に出たことで、彼女に変化がみられたことに注目する。

	終末
	今日の授業を振り返る
	⑦心のノートp.100～101を読む、または教師の説話を聞き、授業の感想を書く。
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】




５．準備物：資料、ワークシート、掲示物、心のノート(p.100～101)

６．板書計画

[image: image1]
７、今後の改善点

　◎④の情けないやはずかしいをひきだすため発問

⇒「主人公は、自分の行動についてどう思っていますか？」

　◎上下の位置を逆にすることで、②の行動ができていない状態から⑥の行動ができた状態に変わったように主人公の気持ちや行動が上向いたことが分かる板書にする。
　◎菌まわしをしている時の主人公の気持ちを吹き出しをつけて絵の横に書く。
いじめ





心のノート


p.100～101





　


・仲間はずれ　


・無視　・最悪


・相手の心を傷つける　


　


私もいじめた一人なのに…


　　　　　　　　　　・気持ちは分る


　　　　　　　　　　・言えなくても


　　　　　　　　　　　仕方がない


　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　・言えなくて当然


　　　　　　　　　　・言う必要がない


　　　　　


　　　　　　　・自分ははずかしい


　　　　　　　・自分の行動は情けない


　　　　　　　・いじめる人の花の世話している





　　　　　　　　　やめようと言えない


　　　　　　　　行動をやめることができない





　　　　　思わず手をあげる


・いじめを許さない心


・弱い心に打ち勝つ勇気


・良心　　・正義感








菌回しの


様子の絵





花の世話の


様子の絵





ひきょうな


行為





かわいそうだな


誰か止めないかな


自分にまわってこないで





｢やめよう｣が言えない





胸が苦しい








